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神戸市立垂水図書館は、このたびリニューアルオー

プンしました。新しい図書館のコンセプトは「人と本

のみなと～生涯の学びを支える情報拠点～」です。港

町・垂水にふさわしく、人と情報が行き交い、混ざり

合う場所として、滞在型の図書館を目指しています。 

建物の外観は大きな特徴の一つです。どこから見て

も正面となる「多正面」の考え方を採用し、裏側をつ

くらず、すべての方向に開かれた構成としました。街

に向かって様々な表情を見せながら、行き交う人の視

線や動線に自然に呼応することで、誰もが気軽に立ち

寄れる図書館となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープニング期間中には、様々なイベントを実施し

ました。トークイベント「図書館ができるまで」では、

建築家の島田陽氏による講演と館内ツアーを行い、設

計に込めた思いや工夫を直接聞く貴重な機会となりま

した。また、オープン記念しおりの配布や、オリジナ

ルバッグを作る工作イベントも開催し、親子連れを中

心に多くの参加者がありました。 

新館では座席予約システムを導入し、多くの要望が

寄せられていた学習席の提供が実現しました。自分の

利用時間を確保できることで、安心して学習に集中で

きる環境が整いました。また、カウンター業務の一部

はセルフサービスへと切り替えました。貸出や返却が

よりスムーズに行えるよう、スタッフが丁寧にサポー

トし、誰もが安心して利用できる体制を整えています。 

３階のおはなしひろばにあるカーテンは、垂水名物

のイカナゴ模様で、広げるとまるで海の中にいるよう

です。おはなし会では、たくさんの子どもたちが物語

の世界を楽しみ、絵本との出会いを経験します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋上からの眺望も、この図書館ならではの魅力です。

西には明石海峡大橋、東には瀬戸内海が広がり、空と

海、まちを一望できます。さらに屋上ひろばのいたる

ところに植栽が施され、季節ごとに表情を変える緑を

楽しむことができます。やがて実をつける植物もあり、

訪れるたびに小さな発見がある空間です。読書の合間

の休憩や、親子での語らいの場としても親しまれてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

垂水図書館はこれからも利用者と共に歩み続け、人

と本をつなぐ“みなと”として学びを支え続ける存在

でありたいと願っています。 

「人と本が行き交うみなとへ 神戸市立垂水図書館」 

神戸市立垂水図書館 館長 高田
た か た

 綾子
あ や こ

  

「多正面」の外観 

北側 

正面 東側 

おはなしひろば 

学習室 

屋上の風景 

空・海・まち 

 が一望できる！ 

イカナゴ柄の 

カーテン 
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 和田山図書館は、平成７年８月１日に和田山町立図

書館として開館しました。当時の和田山町は、町民

17,000人ほどの小さな町でしたが、町に初めて建設さ

れた図書館ということで、開館初日の入館者は1,200人

を超える盛況ぶりでした。図書館雑誌の新館案内では

「町民が自ら学び、憩う広場であり、知識と情報を提

供する泉となる生涯学習の拠点として、幅広い世代の

町民に親しまれる図書館を目指している。」と紹介し

ていただきました。開館当時は30,000冊程度だった蔵

書も今では160,000冊を超え、多くの方に来館いただい

ており、令和７年度は開館30周年に当たります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、開館20周年を迎えたあさご森の図書館は、朝

来市が誕生した平成17年４月５日に開館しました。施

設名は地元の小中学生から募集し、運営ボランティア

には30名を超える応募があるなど、市民に支えられて

スタートすることができました。今では一般的となっ

たＩＣタグでの資料管理やセルフ貸出機の導入は、当

時としては県下でも珍しかったと聞きます。蔵書数は

約60,000冊で、和田山図書館より規模は小さいですが、

市内の図書館システムを統一し、庁舎間メール便を活

用することによって予約本や返却本の図書館間移送を

可能にするなど、利便性に配慮しています。 

昨年の秋には、二つの図書館の開館周年を記念し

「本で子どもの成長を応援しよう」をテーマに、神戸

短期大学講師の尾野三千代氏にご講演いただきました。

読み継がれてきた絵本が持つ力や本を読む喜びについ

て、私たち職員も改めて学び直すことができました。 

また、別の日には絵本作家のさいとうしのぶ氏にお

越しいただき、読み聞かせと手作り絵本のワークショ

ップを親子一緒に楽しみました。記念行事はどちらも

好評で、参加者アンケートには「もっと聞きたかっ

た。」「あっという間に時間が過ぎてしまった。」

「また開催してほしい。」などのうれしい感想を様々

な年代の方からいただくことができました。 

 

図書館は生涯学習の拠点施設です。ひとり一人の生

涯学習を支えるという使命を帯びていますが、残念な

がら一度も図書館を利用したことがないという方もお

られます。前述のような周年行事は特例ですが、当館

では毎月のようにメニューを変えたイベントを実施し

ています。それらへの参加をきっかけに図書館を訪れ、

人と人がつながり、学びあう生涯学習へと発展するこ

と、そして、まちづくりという市民の輪が広がってい

くことが理想です。その一歩を踏み出してもらうため、

私たちは、移り変わりの激しい現代の波に乗り遅れる

ことなく、進化する図書館づくりに取り組んでいかな

ければなりません。 

 

 

 

市民が必要とする図書館を作っていくために我々図

書館職員に求められること。それは、基本的なことで

はありますが、経験を積み、努力を重ね、利用者が求

める情報を提供できる力を身に付けることだと思いま

す。毎年のように発表される読書量低下のニュースな

どに負けてはいられません。利用者の読書欲をくすぐ

る資料収集に努め、新しい扉を開く体験につながるイ

ベントを開催し、職員一丸となって「飽きられない・

飽きさせない図書館」づくりに邁進していかなければ

と思っています。 

20年、30年は人でいえば立派な成人ですが、図書館

にしてみれば通過点でしかありません。これまでの軌

跡を土台に、歩みを止めることなく目標に向かって進

んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「進化を続ける図書館を目指して」 

朝来市図書館 館長 足立
あ だ ち

 智
とも

義
よし

  

和田山図書館 外観 

あさご森の図書館 内観 
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令和８年３月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

📚第１弾📚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来ブラリ～ 

急速に進化し、利用が広がっている生成ＡＩ。

令和４年の「ＣｈａｔＧＰＴ」の発表を機に、文

章・画像作成だけではなく、情報検索など私たち

の生活を担うツールになってきました。図書館に

おいても生成ＡＩをどのように活用していくのか

は、これからの大きな課題です。第１回研究集会

では、図書館情報学の専門家である原田隆史氏に

知見をご教授いただきました。 

生成ＡＩの短所としてあがった、「前のことをす

ぐ忘れる」「数を数えることが苦手」「しれっと嘘

をつく」など大いに賛同しながらも、サンプルを

追加することで間違いを正す学習能力の高さに驚

かされました。 

後半では図書館業務にポイントを絞り、実際に

どの分野で効果的に活用できるのかをご紹介いた

だきました。事務的な業務以外でも、分類・目録

作成やレファレンス等の専門業務においての活用

の可能性を知り、人間の司書だからこそできるサ

ービス、役割は何かを考える機会となりました。 

業務のすべてが生成ＡＩで可能になるわけでは

ありませんが、今後は生成ＡＩへの指示の出し

方、回答の精査等、生成ＡＩがたどり着けない回

答の提供に司書の能力が求められるのかもしれま

せん。 

(西宮市立中央図書館 舩附 智美) 

第１回研究集会報告 

テーマ：「生成ＡＩを用いた各種サービス向上化

の支援」 

開催日：令和７年 12月 17日（水）13:30～17:00 

会 場：西宮市立中央図書館 講座室 

講 師：原田 隆史 氏（八洲学園大学教授） 

県内図書館の取組紹介 

📚第２弾📚 

みんなのたからづかマチ文庫 

 宝塚市立中央図書館 館長 藤野
ふ じ の

 高司
た か し

 

「みんなのたからづかマチ文庫」・通称「マチ

文庫」は、市民の方々に宝塚の町に関する記憶や

記録、知識、経験、想い出、活動などを１冊の本

にまとめてもらい、それらを図書館に収蔵するこ

とで未来へとつなげる市民アーカイブの取組で

す。 

作っていただいた本は、町の記憶を未来に伝え

る貴重な資料として、「マチ文庫」のロゴを入れ

て図書館に所蔵して、閲覧や貸出しをしていま

す。現在、約 120 タイトルあります。タイトルに

市内の地名を必ず入れるなどの条件はあります

が、校閲はなく、内容は自由で、出版されている

ものとはひと味違う、地元の人ならではの魅力的

な本が集まっています。 

例えば、『宝塚ファミリーランド想い出写真

展』は、昔あった遊園地の写真を集めたもので、

楽しそうな家族写真がいっぱい。懐かしさでご年

配の方が涙を流すことも・・。ぜひ「マチ文庫」

で検索してみてください。 

市民目線で、ある時点の「マチ」を切り取り、

本にして、のちの世の人のために図書館に残す。

何でも簡単に調べられるこの時代に、その場所に

足を運ばないと見ることができない超アナログ媒

体の「マチ文庫」。みなさんの図書館でもご当地

本としていかがでしょうか。 
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○ 兵庫県立図書館 

一般講座「形成外科でできる まぶたとお肌の治療 ～二

重・クマ・しみのお悩みに対して～」（7/12）／兵庫県

立図書館バックヤードツアー（8/21）／明石城まつり

2025「ブックリサイクル」（10/12）／全国高等学校ビ

ブリオバトル兵庫県大会2025（12/14） 

○ 神戸市立図書館 

市内小中学校児童・生徒・教員へ電子図書館利用のため

の学習用パソコン専用ＩＤを配布（7/8）／【垂水図書

館】垂水図書館移転（9/30） 

○ 芦屋市立図書館 

絵の本ひろば（1/21）／こども司書おすすめブックリス

ト（４月）／公開講座「夢のたねの育て方」（4/27）／

平和のブックリスト発行（８月）／niwa-doku2025（図

書館周辺文化ゾーンにてお庭で読書を楽しむイベント）

（10/11）／映画上映会（テーマ：里親制度「ぶどうの

木～里親と子供たちの愛の物語～」）（11/29）／学校

図書館とのシステム連携開始（10/5）／ 

 ○ 伊丹市立図書館 

「伊丹こども電子図書館」開館（10/1） 

 ○ 宝塚市立図書館 

第19回全国紙芝居まつり宝塚大会を開催（全国紙芝居ま

つり宝塚大会実行員会と共催）（10/18）【西図書館】

宝塚市立西図書館開館30周年記念行事第２弾「FM802DJ

浅井博章さんによるブックトーク～今日はEVENING 

STORYを」を開催（1/25） 

 ○ 三田市立図書館 

本館開館35周年記念行事（35年のあゆみ展示、落語会、

弦楽四重奏コンサートなど）（3/15～16）【ウッディタ

ウン分館】ウッディタウン分館20周年記念行事（20年の

あゆみ展示、キーワードラリーなど）（5/15～6/30）

【藍分室】藍分室25周年記念事業（25年の歩み展示、お

みくじガチャぽんなど）（7/20～8/11） 

○ あかし市民図書館 

ジュンク堂書店明石店とのコラボ企画「絵本のよみきか

せ会」を開始（2/3）／ユニバーサルルームにカームダ

ウン・クールダウンスペースを設置（3/31）／ピオレ明

石に返却ポストを新設（4/8）／明石市立天文科学館×

あかし市民図書館×明石市立文化博物館コラボイベント

星空の下のおはなし会を実施（8/2）／市民による夢の

図書館プロジェクト（Ｄチーム）による「Ｄチームフェ

スタ2025」を実施（12/6）【二見図書館】二見図書館

（ふたみん）開館（4/1） 

 ○ 加古川市立中央図書館 

加古川市子どもの読書活動推進計画（第４次）の策定

（4/1）／図書館システムの更新（11/1） 

○ 西脇市図書館 

第２次西脇市子どもの読書活動推進計画の策定（２月）

／図書館開館10周年記念「図書館まつり」（11/16） 

○ 三木市立中央図書館 

青山図書館15周年、中央図書館10周年開館記念事業（「貴

戸湊太さん・豊来家玉之助さんトークショー！」）

（7/13）／図書館システムの更新（9/16～30） 

○ 小野市立図書館 

子どもの読書週間イベント「としょかんめいろ」（4/23～

5/26）／子どもの読書週間イベント「親子ｄｅお話会＆工

作」（5/3）／子どもの読書週間イベント「１日図書館員

体験」（5/10）／子どもの読書週間イベント「親子ｄｅ図

書館探検」（5/11）／読書週間イベント「小野図書館シス

ト～本にかくされた宝をさがせ～」（10/29～11/30）／読

書週間イベント「ハロウィーンのお話会」（11/1） 

 ○ 加西市立図書館 

講演会「柳田國男と北条 母・松岡たけの故郷から」

（9/21） 

 ○ 多可町図書館 

図書館公式スマホアプリの開始（2/11）／多可町図書館リ

ニューアルオープン（4/3）／自動貸出機の設置・読書通

帳機の設置（4/3）／令和７年度子供の読書活動優秀実践

校・園・図書館・団体（個人） 文部科学大臣表彰受賞

（4/23）／国立国会図書館デジタル化資料送信サービス開

始（5/19） 

 ○ 上郡町立図書館 

直井潔生誕110周年作品展（4/20～4/30）／電子図書館の

ＩＤ･ＰＷを町内全中学生に付与（6/1）／はじめての絵本

読み聞かせ講座（6/25～）／アキノイサム絵本原画共同展

示（上郡町・佐用町･宍粟市・たつの市）（8/20～31）／

読書講演会 今泉忠明講演会（11/30）／「西播磨人権のつ

どい」関連図書展示（12/2～12/14） 

 ○ 佐用町立図書館 

電子図書館ＩＤパスを全中学生に配布、活用開始（６月） 

 ○ 朝来市図書館 

貸出券とマイナンバーカードの連携再開（7/11）／としょ

かんまつり（7/26）／和田山図書館開館30周年・あさご森

の図書館開館20周年記念事業（尾野三千代講演会、さいと

うしのぶ講演会）（10/19・11/9）／ 

 ○ 丹波篠山市立中央図書館 

一時保育サービス（6/8）／脇明子氏講演会 本を読むこ

とで育つ力（7/12）／子どもと一緒に絵本を楽しむための

絵本の講座（11/29・12/6） 

 ○ 淡路市立津名図書館 

第19回公共建築賞「地域特別賞」受賞（3/26） 
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